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朝日小学校 スケート授業
「授業が始まるまで、 みんなで遊ぼう」



　

本
年
度
で
閉
校
と
な
る
朝
日
小
学
校
閉
校
式
・

惜
別
の
会
が
２
月
９
日
に
執
り
行
わ
れ
、
在
校

児
童
、
学
校
関
係
者
の
ほ
か
、
来
賓
や
保
護
者

ら
約
１
５
０
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

朝
日
小
学
校
は
、
大
正
５
年
（
１
９
１
６
年
）

６
月
12
日
に
日
新
小
学
校
去
童(

サ
ル
ワ
ラ

ベ)

特
別
教
授
場
と
し
て
開
校
。
以
後
、
幾
度

か
の
改
編
を
経
て
昭
和
29
年
に
現
在
の
朝
日
小

学
校
に
改
称
し
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
も
昭
和

24
年
に
現
在
地
に
移
転
さ
れ
、
昭
和
52
年
に
現

在
の
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
、
明
和
・
若
園
・
東
川
・
美
宇
・

太
陽
の
５
つ
の
小
学
校
と
統
合
し
、
今
年
度
で

１
０
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
主
催
の
閉
校
式
で
は
、
鳴
海
町
長
の
式
辞
、

来
賓
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
お
別
れ
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
児
童
会
長
の
ク
リ
ス　

ロ
ー
レ
ン
ス

さ
ん
が
、
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
学
校
行
事
を

通
し
て
「
地
域
の
方
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
閉
校
は
寂
し
い
け
ど
４
月
か

ら
新
冠
小
学
校
、
中
学
校
で
頑
張
り
ま
す
。」

と
挨
拶
し
、
後
藤
祐
美
子
校
長
は
「
素
晴
ら
し

い
子
ど
も
を
育
ん
で
き
た
の
は
地
域
の
皆
さ

ま
、
先
人
の
大
い
な
る
努
力
の
積
み
重
ね
の
賜

朝
日
小
学
校
　
校
歌

　
　
　
　
　
作
詞
　
川
　
村
　
涛
　
人

　
　
　
　
　
作
曲
　
加
　
藤
　
け
ん
三

一
　
か
ら
ま
つ
の
　
林
の
奥
に

　
　
郭
公
の
　
声
透
る
朝

　
　
広
き
野
に
　
群
が
る
若
駒

　
　
躍
る
脚
　
風
切
る
ご
と
く

　
　
た
く
ま
し
く
　
わ
れ
ら
朝
日
の
子
ら
よ

二
　
見
は
る
か
す
　
地
平
は
緑

　
　
空
青
く
　
雲
流
れ
行
く

　
　
ゆ
う
ゆ
う
と
　
草
は
む
牛
ら

　
　
す
わ
り
た
る
　
姿
の
ご
と
く

　
　
た
じ
ろ
が
じ
　
わ
れ
ら
朝
日
の
子
ら
よ

三
　
新
冠
　
清
き
流
れ
の

　
　
め
ぐ
り
行
き
　
培
う
大
地

　
　
花
園
に
　
花
咲
き
に
お
い

　
　
稲
の
穂
の
　
実
れ
る
如
く

　
　
豊
か
な
れ
　
わ
れ
ら
朝
日
の
子
ら
よ

物
で
、
全
て
の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
新
た
な
希
望
を
も
っ
て
前
に
進
む
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
後
藤
校
長
と
ク
リ
ス　

ロ
ー
レ
ン

ス
児
童
会
長
か
ら
鳴
海
町
長
と
奥
村
教
育
長

に
、
こ
れ
ま
で
１
０
８
年
に
わ
た
り
学
校
の
歩

み
を
見
守
っ
て
き
た
朝
日
小
学
校
の
校
旗
が
返

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
惜
別
の
会
で
は
、
鎌
田
直
樹
実

行
委
員
長
と
石
井
秀
厚
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
上

映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
上
映

で
は
、
映
像
が
変
わ
る
た
び
に
子
ど
も
た
ち
は

歓
声
を
あ
げ
、
会
の
最
後
に
披
露
し
た
全
校
児

童
に
よ
る
合
唱
で
は
、『
ゆ
う
き
を
出
し
て
歩

こ
う
（
※
）』
を
歌
い
、
朝
日
小
学
校
ら
し
さ

を
感
じ
る
、
明
る
く
元
気
な
雰
囲
気
の
中
で
会

を
終
え
ま
し
た
。

※
補
足

　

『
ゆ
う
き
を
出
し
て
歩
こ
う
』
は
平
成
21
年

度
に
、
社
会
教
育
課
が
昭
和
音
楽
大
学
の
益
田

ト
ッ
シ
ュ
氏
を
招
い
て
行
っ
た
「
音
楽
創
造
体

験
事
業
」
で
作
ら
れ
た
歌
。

　

作
曲
は
昭
和
音
楽
大
学
の
益
田
講
師
が
手

掛
け
、
歌
詞
は
朝
日
小
学
校
児
童
が
、
自
分

た
ち
の
小
学
校
か
ら
連
想
し
た
言
葉
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
。

　

こ
の
歌
は
第
２
の
校
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
、

朝
日
小
学
校
で
代
々
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

①�朝日小学校旗を広げる後藤

校長とクリス　ローレンス児童

会長

②�校長と児童会長から返納

される校旗を受ける鳴海

町長と奥村教育長

③�閉校記念事業実行委員会

が制作したスライドの上映

④� 「ゆうきを出して歩こう」 の

全校合唱

朝
日
小
学
校
閉
校
式
・
惜
別
の
会

１
０
８
年
の
歴
史
に
幕　
　

思
い
出
永
遠
に

ゆ
う
き
を
出
し
て
歩
こ
う

 

　
　
　
　
作
詞
　
朝
日
小
学
校
児
童 

 

　
　
　
　
作
曲
　
益
田
　
ト
ッ
シ
ュ

仲
良
く
　
楽
し
く
　
か
し
こ
く
　
明
る
く

た
く
ま
し
く
　
や
さ
し
く

え
が
お
で
　
が
ん
ば
ろ
う
よ

楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ

き
ん
ち
ょ
う
し
た
学
芸
会

が
ん
ば
っ
た
運
動
会

み
ん
な
走
り
続
け
る
よ

朝
日
小
は
　
思
い
出
が
　
た
く
さ
ん

朝
日
の
森
　
手
を
の
ば
せ
ば
　
自
然

ひ
び
き
わ
た
る
よ
　
カ
ラ
フ
ル
な
ス
マ
イ
ル

朝
日
ま
ぶ
し
い
よ
　
友
達
は
元
気
だ
よ

い
つ
も
に
ぎ
や
か
　
仲
間
が
増
え
た
ん
だ

花
と
　
虫
と
　
鳥
と
　
り
す

馬
と
　
牛
と
　
シ
カ
が
　
い
っ
ぱ
い
！

ぼ
く
ら
の
　
朝
日
小
学
校

春
は
さ
く
ら
　
夏
は
プ
ー
ル

秋
い
ろ
い
ろ
な
実
　
冬
は
ス
ケ
ー
ト

や
ど
り
が
み
の
木
　
め
い
ろ
の
森

ゆ
る
し
あ
う
気
持
ち
　
ゆ
ず
り
あ
う
心

朝
日
小
は
　
思
い
出
が
　
た
く
さ
ん

朝
日
の
森
　
手
を
の
ば
せ
ば
　
自
然

ど
こ
に
向
か
う
の
　
未
来
を
　
見
た
い
の

朝
日
ま
ぶ
し
い
よ
　
友
達
は
元
気
だ
よ

わ
ら
い
あ
っ
て
る 

　
し
あ
わ
せ
が  

　
い
ち
ば
ん
だ

こ
こ
に
い
た
記
お
く
が

ぼ
く
ら
を
つ
つ
み
こ
む
光
と
　
で
あ
う

勇
気
を
だ
し
て
歩
こ
う

ぼ
く
ら
の
　
朝
日
小
学
校

①②③

④
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一般会計　各財政指標の推移

４年度
全道町村平均

85.1

 8.8

15.8

４年度
管内平均

88.4

 9.7

20.2

４年度

84.8

8.0

－

３年度

84.3

7.7

－

２年度

89.8

7.5

6.9

元年度

89.3

 7.1

 6.0

30 年度

92.7

 7.3

 7.9

区　　分

　　経常収支比率

　　実質公債費比率

　　将来負担比率

歳出の内訳

前年比増減率

0.4

0.8

7.0

7.0

293.9

△ 57.7

3.2

5.9

0.9

3124.7

△  3.7

26.7

決算額

7833 万円

12 億 4904 万円

13 億 2432 万円

５億 2669 万円

20 億 5081 万円

１億 4601 万円

４億 6220 万円

２億 5083 万円

８億 6047 万円

２億　112 万円

７億 3980 万円

78 億 8962 万円

区　分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　計

特別会計決算

決算額

２億6335 万円

２億 6007 万円

２億 1085 万円

２億 992 万円

７億 7748 万円

７億 7406 万円

8496 万円

8460 万円

２億 9966 万円

２億 9421 万円

５億 3482 万円

４億 6173 万円

21億 7112 万円

20億 8459 万円

8653 万円

区　分

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

差引繰越額

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス特別会計

国民健康保険診療所

事業特別会計

合　計

歳入の内訳

前年比増減率

0.0

3.8

39.2

△ 21.4

2.9

9.3

2.1

△  2.0

△ 20.0

40.5

547.0

△  0.5

△  1.1

35.2

25.9

決算額

７億 2837 万円

２億 1983 万円

１億 2333 万円

１億 7607 万円

１億 1593 万円

４億 6013 万円

18億 2366 万円

28億 9669 万円

３億 7847 万円

８億 5503 万円

17億 9356 万円

8182 万円

１億 6473 万円

61億 7030 万円

79億 9396 万円

区　分

町　税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料手数料

その他

小　計

地方交付税

町　債

国庫支出金

道支出金

地方譲与税

その他

小　計

    合　計

自
主
財
源

依
存
財
源

町税の内訳

前年比増減率

△  5.7

△  3.1

4.4

7.8

5.3

20.8

0.0

決算額

２億 8219 万円

5331 万円

３億 2875 万円

1889 万円

3396 万円

1127 万円

７億 2837 万円

税　目

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

合　計

令
和
４
年
度　

決

算

報

告

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
、
令
和
５
年
12
月
12
日
か
ら
開
か
れ
た
第

４
回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
る
令
和
4

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
判
断
す
る
各
財
政
指
標
に

お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
の

増
減
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

継
続
し
て
効
率
的
な
財
政
運
営
を
執
り
進
め
て

き
た
結
果
、
い
ず
れ
の
財
政
指
標
も
健
全
化
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
な
ど
の
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
給
付

金
事
業
や
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
事
業
を

実
施
し
た
ほ
か
、
防
災
対
策
の
取
り
組
み
と

し
て
昨
年
に
引
き
続
き
河
川
整
備
な
ど
の
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
79
億
９
３
９
６
万

円

で

前

年

度

決

算

額

と

比

較

し

て

16
億
４
４
４
５
万
円
、
25
・
９
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
収
納
率
は
、
調
定
額
に
対
し
て

99
・
５
％
（
前
年
度
99
・
４
％
）
で
、
前

年
度
と
比
較
し
、
０
・
１
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま

た
、

町

税

の

収

入

未

済

額

は

３
４
８
２
万
円
、
不
能
欠
損
処
分
と
し
て

整
理
し
た
も
の
は
４
４
万
円
で
、
こ
れ
ら

収
入
未
済
額
の
合
計
額
は
３
５
２
６
万
円

の
決
算
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

６
６
７
万
円
、
16
・
１
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
78
億
８
９
６
２
万

円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
、

16
億
６
３
４
４
万
円
、
26
・
７
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

執
行
率
で
は
、
予
算
現
額
に
対
し

91
・
８
％
（
前
年
度
77
・
９
％
）
で
、

７
億
２
４
９
万
円
の
執
行
残
が
生
じ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
額
に
は
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
明
許
費
と
し
た
事
業
の
繰
越
額

６
億
２
３
２
１
万
円
を
含
ん
で
お
り
、
こ

れ
を
除
い
た
執
行
残
は
、
７
９
２
８
万
円

と
な
り
ま
す
。

　経常収支比率について、令和４年度決算では、

町税や普通交付税などの経常一般財源収入は 36

億 2967 万円、経常一般財源支出は 30 億 7624 万

円となり、経常収支比率は 84.8％（収入から臨

時財政対策債を除いた収支比率は 85.5％）とな

ります。経常収支比率を前年と比較すると 0.5 ポ

イントの減となりました。

　この状況を家計に置き換えると、給料や事業収

入で得た家計収入のうち、住宅ローン、教育費、

光熱水費など、既に決まっている支出が約８割あ

り、残りの約２割が手元に残り自由に使えるお金

ということになります。

○基金残高（貯金）

　令和４年度決算における一般会計の基金残高は23億 8989

万円。

　令和３年度の決算残高と比べて３億113万円増加となり

ました。令和４年度については、交付税の増額などにより、

昨年度と比べ財政調整基金の取り崩しが減少しています。

　町民１人当たりの貯金額 46 万１千円

　（令和５年３月末の人口で算出）

○地方債残高（借金）

　令和４年度決算における一般会計地方債（元金）残高は

53億 6388万円。令和３年度の決算残高と比べて３億4420

万円減少しました。（内実質負担額13億 7098万円）

　町民１人当たりの借金額 103万４千円（実質借金額26万４千円）

　（令和５年３月末の人口で算出）

一般会計　　　項目別内訳

基金残高と地方債残高

（各項目の％は構成比）

町税9.1％

諸収入
2.2％

使用料
手数料
1.5％

繰越金
1.6％

繰入金2.8％

その他
 5.8％

その他2.0％

国庫支出金
10.7％

地方譲与税1.0％

道支出金22.4％

町債
4.7％

地方交付税36.2％

自主財源
　  23.0％

依存財源77.0％

歳入
79億9396万円

議会費1.0％

総務費
15.8％

民生費16.8％

教育費10.9％

公債費
9.4％

土木費
5.8％

消防費
3.2％

災害
復旧費
2.5％

衛生費
6.7％

商工費
1.9％

農林
水産業費
26.0％

歳出
78億8962万円
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 令和５年度　全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等調査結果

　文部科学省では、全国的な子どもの体力の状況

を把握・分析することにより、子どもの体力向上

に係わる施策の成果と課題を検証し、その改善を

図ることを目的に「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」を実施しています。

　当町におきましても、小学５年生・中学２年生

を対象に実施しましたので結果を報告します。

１　調査の実施時期

　　令和５年４月～令和５年７月末日

２　調査の対象児童・生徒数（小学校２校・中学校１校）

　　小学５年生　　男子　20 名　　女子　24 名

　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　44 名

　　中学２年生　　男子　22名　　女子　14 名

　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　36 名

３　調査内容

（１）実技に関する調査

（２）運動習慣、生活習慣などに関する児童・生徒向

　 け質問紙調査

（３）子どもの体力向上に係わる学校の取り組みなど

　 に関する学校・教育委員会向け質問紙調査

４　調査結果

　実技調査における８種目の総体を示す体力合計

点については、小学５年生男子は全国平均と比べ

「やや高い」、女子は「同様」、中学２年生男子は

全国平均と比べ「やや低い」、女子は「低い」と

いう結果です。

※［　］は全国を 50 としたときの数値（T得点）

５　教育委員会としての取り組み

　新冠町教育委員会では、調査の結果をもとに、今

後の体力向上施策の充実と各学校の体育・健康など

に関する指導の改善・充実に向けて取り組みを進め

るとともに、保護者の方や町民の皆さんに子どもた

ちの健康や体力に関心を持ってもらい、子どもの体

力向上に向け、地域と連携を深めています。

　なお、本調査により測定できるのは、体力の特定

の一部分であること、また、学校における教育活動

の一側面であることをご理解ください。

　令和５年度に行われた全国体力・運動能力、運動習慣等調査結

果を詳細に分析した「北海道版結果報告書」が公表されましたの

で、当町の小中学校における調査結果についてお知らせします。

新冠町の体力向上に向けての取り組み

　当町では、体力向上に向けて以下の取り組みを進めています。

１　各小中学校及び教研協保体部会における全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び新体力テストの実技

　結果に基づく検証改善サイクルの確立（小中学校における新体力テストの全学年全種目実施）

２　体力向上に向けたこども園、小・中学校における町共通の縄跳びを活用した取り組みの実施

３　「一校一実践」の積極的な推進及び運動の日常化への取り組みの充実

４　主運動につながる補助運動の継続的な実施による基礎体力の向上と体育・保健体育科の授業の充実

令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について

小学校調査

（８種目）

握力・上体起こし・長座体前屈・反

復横とび・20ｍシャトルラン・50ｍ走・

立ち幅とび・ソフトボール投げ

中学校調査

（８種目）

握力・上体起こし・長座体前屈・反

復横とび・20ｍシャトルランまたは

持久走（どちらかを選択）・50 ｍ走・

立ち幅とび・ハンドボール投げ

対象 男子 女子

小学校５年 やや高い 〔51.8〕同　様　 〔49.3〕

中学校２年 やや低い〔46.8〕低　い　 〔43.7〕

実技調査結果

○実技調査

　男子は「握力」「上体起こし」「反復横跳び」「20 ｍシャトルラン」「立ち幅跳び」「ソフトボー

ル投げ」の６種目で、全国平均を上回った。一方、「長座体前屈」「50 ｍ走」に課題が見られる。

　女子は「握力」「立ち幅とび」の２種目で、全国平均を上回った。一方、「長座体前屈」「50 ｍ走」

に課題が見られる。

○児童質問紙

　「運動が好きか」「体育の授業は楽しいか」という質問に対して、好き・やや好きと回答した

児童の割合は男子が全国平均を上回り、目標を意識して学習することで「できたり、わかったり」

することがあると回答した児童の割合は男女とも全国平均を上回った。

全国を 50としたときの数値（Ｔ得点）をレーダーチャートで表示

○実技調査

　男子は「20 ｍシャトルラン」「ハンドボール投げ」の２種目で、全国平均を上回った。一方、「上

体起こし」「長座体前屈」に課題が見られる。

　女子は「ハンドボール投げ」の１種目で、全国平均を上回った。一方、「上体起こし」「反復横とび」

「20 ｍシャトルラン」「50 ｍ走」「立ち幅とび」に課題が見られる。

○生徒質問紙

　「運動が好きか」「保健体育の授業は楽しいか」という質問に対して、好き・やや好きと回答し

た生徒の割合は男子が全国平均を上回り、女子が全国平均を下回った。

【
小
学
５
年
生
女
子
】

【
中
学
２
年
生
男
子
】

【
中
学
２
年
生
女
子
】

【小学校】

【
小
学
５
年
生
男
子
】

【中学校】

●問い合わせ先 :教育委員会管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547
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令
和
５
年
11
月
７
日
か
ら
11
月
20
日
ま

で
の
間
５
日
間
に
お
い
て
、
町
内
34
自
治
会

を
対
象
と
し
、
ま
た
、
新
冠
町
女
性
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
お
よ
び
道
の
駅
関
係
者
の
２
会

議
体
と
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で
は
、

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
１
０
０
以
上
の

質
疑
、
意
見
、
要
望
か
ら
、
複
数
の
会
場

よ
り
出
さ
れ
た
質
疑
を
中
心
に
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

※ 

質
疑
内
容
は
広
報
掲
載
用
に
一
部
修

正
を
し
て
い
ま
す

質
問 　

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
非
常
に
増
え

て
い
る
と
思
う
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い

増
え
て
い
る
の
か
。

回
答 　

ヒ
グ
マ
の
出
没
に
よ
る
農
業
被

害
は
全
道
的
な
問
題
で
あ
り
、
新

冠
町
の
有
害
捕
獲
数
は
10
月
末
時

点
で
37
頭
と
昨
年
度
の
15
頭
と
比

較
し
て
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
対
応
と
し
て
箱
ワ
ナ

を
仕
掛
け
る
な
ど
行
っ
て
い
る
。

質
問 　

経
験
豊
富
な
ハ
ン
タ
ー
が
い
る

う
ち
に
、
若
い
ハ
ン
タ
ー
を
育
て

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
町

は
新
た
な
ハ
ン
タ
ー
確
保
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

回
答 　

ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
は
全
国
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
冠

町
の
熊
ハ
ン
タ
ー
の
平
均
年
齢
は

65
歳
ぐ
ら
い
で
、
他
町
と
比
較
す

る
と
若
い
方
で
は
あ
る
が
、
高
齢

化
は
今
後
も
進
ん
で
い
く
。

　

町
で
は
担
い
手
確
保
の
補
助
制

度
と
し
て
、
狩
猟
免
許
取
得
経
費

を
全
額
、
銃
器
な
ど
の
購
入
費
を

半
額
（
上
限
20
万
円
）
補
助
す
る

制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
問
題
は
全
道
的
な

問
題
の
た
め
、
道
は
各
振
興
局
に

熊
の
担
当
を
配
置
し
、
市
町
村
支

援
の
取
り
組
み
を
始
め
た
段
階
で

あ
る
。
町
も
そ
う
い
う
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
猟
友
会
と
も
相
談

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

質
問 　

箱
ワ
ナ
の
設
置
に
制
限
の
よ
う

な
も
の
は
あ
る
の
か
。

回
答 　

箱
ワ
ナ
の
設
置
制
限
は
な
い
が
、

補
助
を
も
ら
い
購
入
し
て
い
る
の

で
、
予
算
の
中
で
買
い
足
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
捕
獲
に
つ
い
て
は
制
限

が
あ
り
、
北
海
道
が
捕
獲
許
可
の

管
理
を
し
て
い
る
。

質
問 　

新
冠
町
立
国
民
健
康
保
険
診
療

所
の
改
築
は
中
止
な
の
か
。
そ
れ

と
も
先
送
り
な
の
か
。

回
答 　

新
冠
町
立
国
民
健
康
保
険
診
療

所
の
改
築
は
先
送
り
を
し
た
い
。

質
問 　

国
保
診
療
所
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
設
置
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、

他
の
設
備
は
現
状
の
ま
ま
、
ど
の

程
度
使
え
る
の
か
。

回
答 　

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
た
め
も
つ
と
思
う
が
、
施
設
の
設

備
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
限
界

に
近
い
。
現
在
、
設
備
関
係
を
再

点
検
し
て
お
り
、
か
か
る
費
用
を

出
し
て
、
年
次
を
お
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問 　

今
後
は
金
策
を
練
る
方
向
で
進

め
る
の
か
。
も
し
く
は
設
計
規
模

を
縮
小
し
改
築
す
る
の
か
。
ま
た
、

規
模
を
縮
小
す
る
場
合
、
今
あ
る

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外

科
を
減
ら
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

回
答 　

急
激
に
資
材
費
が
割
安
に
な
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
規
模
の

縮
小
も
考
え
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

診
療
科
目
は
減
ら
す
考
え
は
な

い
が
、
面
積
的
な
も
の
な
ど
、
我

慢
で
き
る
も
の
は
縮
小
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問 　

３
月
末
で
診
療
所
の
医
師
が
１

人
退
職
さ
れ
た
が
、
退
職
補
充
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

回
答 　

補
充
の
医
師
を
確
保
す
る
た
め
、

数
人
の
医
師
と
交
渉
し
て
い
る
が
、

相
手
が
あ
る
こ
と
な
の
で
決
ま
っ

て
い
な
い
。
協
力
病
院
か
ら
医
師

を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
退
職
医
師

の
補
充
し
て
い
る
。

　

医
師
の
３
人
体
制
は
原
則
と
考

え
て
い
る
の
で
、
今
後
も
こ
の
体

制
を
維
持
し
て
い
く
。

質
問 　

子
ど
も
が
発
熱
し
た
時
に
受
診

し
た
い
と
話
し
た
ら
、
３
歳
以
下

だ
と
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
た
め

診
療
所
で
は
診
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
た
。
小
児
科
が
あ
る
の
で
３
歳
以

下
で
も
当
然
診
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
た
。
新
冠
町
は
医
療
費
も
無

料
で
あ
り
が
た
い
が
、
小
さ
い
子

ど
も
で
も
町
内
の
病
院
で
受
診
で

き
る
よ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答 　

小
児
科
は
大
変
難
し
い
こ
と
、
お

よ
び
、
受
診
の
際
に
医
師
不
在
の

時
も
あ
り
、
他
の
小
児
科
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
と
話
す
こ
と
が
あ
る
が
、

小
学
生
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
症
状
に

よ
り
診
る
場
合
も
あ
り
小
児
科
を

標
榜
し
て
い
る
。
町
民
の
方
か
ら

は
、
ご
指
摘
が
あ
る
こ
と
は
存
じ

上
げ
て
い
る
が
、
出
張
医
を
含
め

て
小
児
科
医
師
を
探
し
て
い
る
も

の
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

町
民
の
方
々
に
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
で
き
る
限
り

小
児
科
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

質
問 　

新
冠
町
立
国
民
健
康
保
険
診
療

所
の
改
築
に
よ
り
、
道
の
駅
改
装

や
駐
車
場
整
備
が
後
回
し
に
な
る

と
議
会
だ
よ
り
で
読
ん
だ
が
、
今

回
の
診
療
所
改
築
見
直
し
で
、
道

の
駅
を
新
冠
イ
ン
タ
ー
の
開
通
に

合
わ
せ
て
整
備
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

回
答 　

構
造
上
、
道
の
駅
は
壁
の
改
修

が
で
き
な
い
。
も
し
改
築
す
る
場

合
は
、
新
た
に
施
設
を
建
築
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
現
状
と
し
て
建

替
え
や
移
築
は
難
し
い
。

　

新
冠
イ
ン
タ
ー
は
、
令
和
７
年

度
中
に
開
通
す
る
見
込
み
で
あ
る

と
北
海
道
開
発
局
か
ら
聞
い
て
い

る
。
ま
ず
は
、
新
冠
イ
ン
タ
ー
開

通
後
の
利
用
状
況
を
見
極
め
て
判

断
を
し
た
い
。

　

ト
イ
レ
の
問
題
は
、
レ
・
コ
ー

ド
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

あ
る
程
度
、
解
消
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
駐
車
場
も
ど
の
よ
う
な

整
備
が
良
い
の
か
混
み
具
合
を
見

て
判
断
を
し
た
い
。
ま
た
、レ
・
コ
ー

ド
館
裏
の
Ｊ
Ｒ
敷
地
も
町
に
移
管

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の

状
況
も
鑑
み
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問 　

小
学
校
統
合
に
向
け
て
学
習
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

回
答 　

朝
日
小
学
校
と
新
冠
小
学
校
は
、

同
じ
学
習
内
容
で
あ
る
が
、
朝
日

小
学
校
は
複
式
学
級
で
、
や
り
繰

り
し
て
い
た
部
分
も
あ
る
。
今
年

度
に
全
て
調
整
し
、
同
じ
学
年
の

時
に
同
じ
内
容
を
終
わ
ら
せ
る
こ

と
に
し
て
い
る
た
め
、
複
式
学
級

で
の
弊
害
は
な
い
。

 令和５年度
 町政懇談会開催報告

ヒグマ対策で設置している箱ワナ

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

新
冠
町
立
国
民
健
康
保
険

診
療
所
に
つ
い
て

現在の新冠町立国民健康保険診療所

道
の
駅
に
つ
い
て

学
校
・
子
ど
も
園
に
つ
い
て

レ・コード館優駿の塔から眺める道の駅駐車場
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質
問 　

町
内
の
小
学
生
、
中
学
生
の
学

力
面
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
か
。

回
答 　
　

学
力
面
は
広
報
に
掲
載
し
た

が
、
今
の
と
こ
ろ
学
力
が
低
い
な

ど
と
い
っ
た
問
題
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て

は
、
小
学
６
年
生
で
約
63
％
は
１

時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
が
、
中

学
３
年
生
に
な
る
と
約
46
％
し
か

勉
強
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
小
学

生
は
書
く
力
が
弱
く
、
中
学
生
は

強
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
小
中
学

校
の
先
生
に
よ
る
学
力
推
進
委
員

会
で
検
討
し
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

要
望 　

テ
ス
ト
な
ど
で
国
語
の
学
力
が

低
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
競
争
で

は
な
い
が
、
や
っ
た
成
果
を
形
に

し
て
頑
張
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。
国
語
は
大

切
で
あ
り
読
解
力
に
も
力
を
入
れ

て
欲
し
い
。

回
答 　

小
学
校
で
読
書
が
好
き
か
聞
く

と
約
83
％
の
児
童
が
好
き
と
回
答

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均

よ
り
11
％
ほ
ど
上
回
っ
て
お
り
、

読
書
力
は
あ
る
と
思
う
。

　

書
く
力
に
つ
い
て
は
、
朝
日
小

学
校
に
佐
賀
大
学
の
教
授
を
招
き
、

書
く
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
と
良
い
の
か
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
で
国
語
力
を
高
め
て
い
く
指

導
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
な
が
ら
進

め
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
し
た

ら
成
果
が
出
て
く
る
と
思
う
。

要
望 　

こ
ど
も
園
バ
ス
の
バ
ス
停
が
、

自
宅
か
ら
２
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い

る
た
め
負
担
が
大
き
い
。
最
近
は

ヒ
グ
マ
の
出
没
も
心
配
で
あ
る
。

こ
ど
も
園
に
話
し
た
ら
バ
ス
の
運

行
は
１
時
間
以
内
と
言
わ
れ
た
。

で
き
れ
ば
家
の
近
く
ま
で
来
て
も

ら
い
た
い
。
中
学
校
の
バ
ス
は
家

ま
で
来
て
く
れ
て
い
る
。

回
答 　

こ
ど
も
園
の
バ
ス
は
２
台
運
行

し
、
各
地
域
に
分
か
れ
て
運
行
し
て

い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
同
様
に
、

基
本
的
に
１
時
間
以
内
の
運
行
時

間
と
す
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

　

こ
ど
も
園
の
路
線
は
、
各
家
庭

を
回
る
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、
開

園
当
初
か
ら
拠
点
方
式
と
し
、
何
カ

所
か
に
２
～
３
人
来
て
も
ら
い
乗

り
降
り
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
現

状
は
自
宅
ま
で
の
送
迎
は
難
し
い
。

　

な
お
、
他
の
地
域
と
対
応
の
差

が
出
な
い
よ
う
、
そ
の
年
の
人
数

や
住
所
地
、
運
行
ル
ー
ト
に
よ
っ

て
毎
年
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま

ず
は
、
拠
点
方
式
で
１
時
間
以
内

の
運
行
と
す
る
原
則
は
お
願
い
し

た
い
。
そ
の
上
で
、
年
度
で
ル
ー

ト
が
変
わ
る
部
分
で
何
と
か
調
整

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望 　

山
間
部
の
燃
え
る
ゴ
ミ
の
回
収

を
夏
場
だ
け
で
も
市
街
地
と
同
様

に
週
２
回
に
し
て
欲
し
い
。

回
答 　

現
在
の
回
収
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
行
政
だ
け
で
決
め
た
も
の
で

は
な
く
回
収
業
者
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
も
考
え
て
の
や
り
繰
り
で

あ
り
、
処
理
場
ま
で
運
ぶ
こ
と
を

含
め
て
考
え
た
回
収
運
行
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
大
き
く
変
更
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
現
況
の
ま
ま

で
取
り
進
め
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

要
望 　

地
域
の
除
雪
に
つ
い
て
自
治
会

で
は
、
自
分
の
所
は
自
分
で
行
う

よ
う
伝
え
て
い
る
が
、
市
街
地
の

大
き
な
道
路
は
、
出
来
る
だ
け
除

雪
に
来
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
の
で
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答 　

基
本
的
に
新
冠
市
街
地
お
よ
び
節

婦
市
街
地
は
、
通
常
の
除
雪
は
行
っ

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
積
雪
が
20
㎝

程
度
の
場
合
に
は
、
建
設
水
道
課
か

ら
状
況
を
確
認
し
て
対
応
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
通
常
10
㎝
以
上
は
山

間
部
を
中
心
に
除
雪
を
行
い
市
街
地

は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

あ
る
程
度
の
雪
の
量
に
な
っ
た

時
は
、
市
街
地
も
除
雪
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

の
場
合
で
も
、
除
雪
車
両
に
限
り

が
あ
り
、
ま
ず
は
山
間
部
の
除
雪

を
先
に
行
う
。
そ
の
後
に
市
街
地

の
除
雪
を
行
う
た
め
、
対
応
が
遅

れ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

質
問 　

泊
津
生
活
館
は
災
害
時
の
避
難
場

所
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
街
地
の
人

た
ち
が
車
で
避
難
し
て
来
た
場
合
、

泊
津
生
活
館
敷
地
だ
け
で
は
狭
い
の

で
、
周
辺
の
牧
場
な
ど
か
ら
借
り
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
事
前
に
協

議
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

回
答 　

泊
津
生
活
館
は
、
役
場
の
災
害

対
策
本
部
を
想
定
し
て
お
り
、
一

般
の
方
は
左
岸
道
路
を
利
用
し
、

朝
日
小
学
校
を
避
難
場
所
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し

て
温
泉
や
泊
津
生
活
館
近
辺
に
来

る
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
対
策
本

部
に
職
員
が
来
る
の
で
、
泊
津
生

活
館
に
来
た
車
を
朝
日
小
学
校
へ

誘
導
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

牧
場
に
は
馬
も
い
る
の
で
緊
急

で
あ
っ
て
も
中
に
入
る
こ
と
は
難

し
い
面
が
あ
る
。
臨
機
応
変
の
部

分
も
あ
る
が
、
原
則
は
朝
日
小
学

校
へ
の
誘
導
と
し
て
い
る
。

質
問 　

新
ひ
だ
か
町
か
ら
西
泊
津
に
繋

が
る
道
路
は
、
新
ひ
だ
か
町
の
方
が

高
台
に
向
か
っ
て
避
難
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
。
非
常
時
に
お

け
る
新
ひ
だ
か
町
と
の
対
応
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答 　

各
町
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
が
、
町
界
の
避
難
に
関
し
て
両

町
で
の
意
見
交
換
を
し
た
こ
と
が

な
い
。
新
ひ
だ
か
町
民
が
避
難
し

て
来
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

両
町
で
情
報
交
換
を
し
て
み
た
い
。

意
見 　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
議
会
放
映
が

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
欲
し
い
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

あ
れ
ば
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

気
軽
に
議
会
を
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
と
て
も
便
利
で
非
常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。

回
答 　

議
会
放
映
に
つ
い
て
は
新
冠
町
議

会
の
取
り
組
み
で
す
。
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
議
会
事
務
局
に
伝
え
ま
す
。

意
見 　

独
身
者
の
方
か
ら
、
こ
の
町
は

子
ど
も
や
老
人
に
優
し
く
、
色
々

な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
が
、
独
身
の

人
に
は
サ
ポ
ー
ト
が
無
い
と
言
わ

れ
た
。
結
婚
も
し
て
い
な
い
、
子

ど
も
も
い
な
い
の
で
、
町
か
ら
支

援
が
何
も
な
い
と
言
わ
れ
た
。

回
答 　

新
冠
町
は
老
人
や
子
ど
も
に
対

す
る
施
策
に
力
を
入
れ
て
手
厚
い

の
で
、
目
立
っ
て
し
ま
い
比
較
さ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
国
の
施
策
の
場
合
は
、

ど
の
町
も
同
じ
支
援
と
な
る
の
で
、

そ
の
点
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
問 　

朝
日
小
学
校
の
跡
利
用
と
し
て
、

地
域
の
集
合
施
設
、
避
難
所
の
役
割

を
持
た
せ
る
と
聞
い
た
が
、
何
か

再
利
用
の
方
法
が
あ
る
の
か
知
り

た
い
。
日
頃
、
利
用
し
た
い
と
思
っ

た
時
に
一
般
の
人
も
使
え
る
の
か
。

回
答 　

役
場
担
当
課
は
、
４
月
１
日
か

ら
企
画
課
に
な
る
。
地
域
の
人
は
、

今
ま
で
の
学
校
開
放
と
同
様
に
引

き
続
き
使
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
集
会
施
設
な
ど

と
し
て
も
利
活
用
す
る
。

質
問 　

調
理
研
修
で
家
庭
科
室
な
ど
を

使
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
利
用

料
を
支
払
っ
て
も
良
い
。

回
答 　

ぜ
ひ
使
っ
て
下
さ
い
。
申
し
込

み
窓
口
は
企
画
課
に
な
り
ま
す
。

新冠中学校で希望者を募り、夏休
みに行われた夏期特別学習の様子

市
街
地
の
町
道
除
雪
に
つ
い
て

燃
え
る
ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

災害時は役場の災害対策本部としての利用を
想定している泊津生活館

朝
日
小
学
校
の
跡
利
用
に
つ
い
て

朝日小学校の家庭科室で小学校閉校記念キャ
ンプの夕食を作る保護者

独
身
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

こ
の
他
、
町
政
懇
談
会
で
は
生
活

環
境
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
道
路
に
関
す
る
要
望

○
街
路
灯
に
関
す
る
要
望

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
町

政
懇
談
会
終
了
後
に
担
当
課
が
調
査

を
行
い
、
町
が
対
応
で
き
る
も
の
は

対
応
し
、
町
以
外
の
関
係
機
関
が
担

当
と
な
る
も
の
は
、
担
当
機
関
と
協

議
や
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
政
懇
談
会
で
は
、町
政
に
限
ら
ず
、

地
域
や
個
人
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
が
行
え
る
場
で
す
。

　

令
和
６
年
度
も
町
政
懇
談
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

議
会
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

放
映
に
つ
い
て
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朝
日
小
学
校
は
、
３
学
期
に
入
っ
て
か

ら
２
月
２
日
ま
で
の
間
、
校
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ス
ケ
ー
ト
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
気
温
が
高
く
、
氷
が
溶
け
て
滑
れ

な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
計
画
ど
お
り
ス

ケ
ー
ト
学
習
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
日

に
日
に
ス
ケ
ー
ト
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
が
見
守
る

中
５
分
間
走
を
行
い
、
自
分
た
ち
の
上
達

し
た
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

朝
日
小
学
校
で

ス
ケ
ー
ト
学
習
を
実
施

　

２
月
15
日
、
朝
日
小
学
校
で

全
校
合
唱
の
レ
コ
ー
ド
収
録
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
よ
り
レ
・

コ
ー
ド
館
が
行
っ
て
い
る
、
大

切
な
歌
な
ど
を
レ
コ
ー
ド
に
残

す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

収
録
曲
は
「
校
歌
」
と
「
ゆ

う
き
を
出
し
て
歩
こ
う
」
の
２

曲
で
、
児
童
た
ち
は
元
気
よ
く

歌
い
、
記
念
に
残
る
収
録
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
切
な
歌
を
レ
コ
ー
ド
で
残
す
活
動

朝
日
小
学
校
閉
校
記
念
レ
コ
ー
ド
制
作

　

２
月
17
日
、
町
と
昭
和
音
楽
大

学
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、

約
３
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
側
か
ら
「
合
唱
団

Ｖ
Ｏ
ｌ
」、「
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽

部
」、「
に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ
ン
楽

団
」、「
静
内
高
校
吹
奏
楽
部
」
の

４
団
体
が
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
音
楽
大
学
か
ら
は
、

「
声
楽
」
の
表
現
力
豊
か
な
演
技
と

「
木
管
五
重
奏
」
の
力
強
さ
と
繊

細
さ
を
兼
ね
備
え
た
演
奏
を
披
露

し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
19
回
新
冠
町
×
昭
和
音
楽
大
学

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

天
達
武
史
さ
ん
が
講
演

テ
ー
マ
は
「
気
象
変
動
と
防
災
」

　

２
月
24
日
、
テ
レ
ビ
情
報
番
組
で
気
象
防

災
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
気
象
予
報
士
の
天

達
武
史
さ
ん
を
迎
え
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
プ

ラ
ス
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い

テ
レ
ビ
番
組
の
裏
話
や
楽
し
い
体
験
談
な
ど

に
始
ま
り
、
天
気
予
報
の
基
礎
知
識
、
近
年

の
異
常
気
象
の
要
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
と
し
て
自
分
専
用
の
備
蓄
品
の

必
要
性
、
枕
元
に
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ス
ニ
ー

カ
ー
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
常
備
す
る
こ
と
、
防

災
対
策
の
３
ｋ
「
気
づ
く
、
考
え
る
、
行
動

す
る
」
で
気
象
災
害
に
備
え
よ
う
と
の
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
、
来
場
者
は
改
め
て
防
災

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

少
年
国
内
研
修
交
流
事
業
に
参
加

し
た
19
名
の
小
・
中
学
生
に
よ
る

研
修
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
月
10
日
か
ら
３

泊
４
日
の
日
程
で
沖
縄
現
地
視

察
研
修
が
行
わ
れ
、
首
里
城
な
ど

の
見
学
の
ほ
か
、
金
武
町
中
川
区

子
ど
も
会
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、「
平
和
」「
歴

史
と
文
化
」「
自
然
」
に
つ
い
て
、

事
前
・
現
地
・
事
後
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

新
冠
町
少
年
国
内
研
修
交
流
事
業

研
修
で
学
び
知
り
得
た
こ
と
を
発
表

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

２
月
27
日
、
役
場
で
新
冠
町

善
行
賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
昨

年
11
月
に
多
額
の
財
産
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
新
ひ
だ
か
町
の
㈱

道
南
（
木
原
訓
代
表
取
締
役
）

に
善
行
賞
の
表
彰
盾
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

木
原
代
表
取
締
役
は
、「
こ
の

よ
う
な
立
派
な
盾
を
い
た
だ
き
、

大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
、
再
び
新
冠
町

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
善
行
賞
贈
呈
式

㈱
道
南
に
善
行
賞
を
授
与

　

２
月
５
日
、
新
冠
町
軽
種

馬
生
産
振
興
会
（
細
川
博
之

会
長
）
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
通
常
総
会
を
開
催
し
、
総

会
内
で
重
賞
レ
ー
ス
優
勝
馬

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
の
重
賞
レ
ー
ス

優
勝
馬
は
、
中
央
競
馬
で
９

頭
（
９
牧
場
）
、
地
方
競
馬

で
22
頭
（
18
牧
場
）
と
な
り
、

こ
の
日
総
会
に
出
席
し
た
優

勝
馬
生
産
者
に
対
し
、
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
競
馬

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
三
冠
最
終

戦
で
あ
る
Ｇ
Ⅰ
セ
ン
ト
レ

ジ
ャ
ー
を
優
勝
し
た
コ
ン

テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
号
（
㈲
パ
カ

パ
カ
フ
ァ
ー
ム
生
産
）
に
対

し
て
、
特
別
賞
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

新
冠
町
軽
種
馬
生
産
振
興
会
が

重
賞
レ
ー
ス
優
勝
馬
を
表
彰

①特別賞表彰／②中央競馬重賞レース優勝馬表彰／③地方競馬重賞レース優勝馬表彰

　

２
月
８
日
、
役
場
会
議
室
で
浦

河
税
務
署
主
催
に
よ
る
ス
マ
ホ

を
使
っ
た
模
擬
申
告
が
行
わ
れ
、

鳴
海
町
長
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
は
、
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
自
宅
な
ど
か
ら
確
定

申
告
が
で
き
る
ス
マ
ホ
申
告
を

行
い
、
約
15
分
で
医
療
費
控
除

の
確
定
申
告
を
終
え
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
は
「
思
っ
て
い
た

以
上
に
操
作
が
簡
単
。
24
時
間

利
用
可
能
な
の
で
す
ご
く
便

利
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

「
思
っ
て
い
た
以
上
に
操
作
が
簡
単
」

町
長
が
ス
マ
ホ
確
定
申
告
を
体
験

　

２
月
10
日
、
町
青
年
団
体
協
議

会
は
、
町
内
在
住
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

籍
の
ソ
ー
さ
ん
と
チ
ョ
さ
ん
を
講

師
に
招
い
て
「
異
国
の
グ
ル
メ
」

を
開
き
、
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
似

た
「
タ
ミ
ン
ジ
ョ
ー
」
な
ど
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
を
調
理
し
、

現
地
の
調
味
料
を
使
っ
た
味
つ

け
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

試
食
で
は
簡
単
な
ミ
ャ
ン
マ
ー

語
の
あ
い
さ
つ
を
交
え
な
が
ら
、

文
化
の
違
い
を
学
び
ま
し
た
。

新
冠
町
青
年
団
体
協
議
会
が

食
を
通
し
て
町
在
住
外
国
人
と
交
流

①

②③

P12  広報にいかっぷ　2024.3 広報にいかっぷ　2024.3 P11



ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆藤原　まさ子 （古布１袋）

☆ボランティアグループあゆみ 
（カット布17束・タオル１袋）

☆ボランティアグループちょぼら 
（カット布５袋）

●国保診療所で役立ててと

☆ボランティアグループあゆみ 
（カット布16束）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆武田　友江 （30,000円）

☆藤田　政美 （100,000円）

☆田村　佳重子 （50,000円）

☆半田　良一 （30,000円）

☆松本　周代 （30,000円）

☆八木　功三 （50,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆池田　静子 （古布１袋）

☆匿　名 （古布１箱）

古布の寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなくなっ

たものがありましたら、直接、国保診

療所・老人ホーム恵寿荘・町社会福祉

協議会にご持参ください。

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information －

農地の転用制度 転用許可を忘れずに

　農地に住宅や農業経営に必要な施設を建設する

場合、あるいは資材置場や道路など農地以外にす

る場合には、農地転用許可が必要となります。

　この農地転用に係る申請については、農業委

員会の審議を経て、道（知事）へ送られ審議さ

れた後、許可（もしくは不許可）となります。

　許可を受けずに建物を建設したり、許可の内容

と異なることを行った場合は、工事の中止、原状

回復などの指導が行われ、改善されない場合「農

地法違反」として、懲役や罰金が科せられること

となります。

　農地転用には他の法令の許可（農業振興地域

指定の変更など）も必要となる場合もあること

から、申請から許可されるまでに相当の日数を

要しますので、転用の計画がある時はお気軽に

農業委員会までご相談の上、早急に申請手続き

をお願いします。

●問い合わせ先：農業委員会　☎ 0146・47・2472

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

３
月

12日（火） 13：00～16：30 フッ素塗布

保健センター

15日（金） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパ
る～む　～育児編～

26日（火）

受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

４
月

17日（水） 13：00～16：30 フッ素塗布

23日（火）

受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　　　４月１日から事務所が移転します

　これまで、新ひだか町保健福祉センター内で行っ

ていた日高中部広域連合（介護保険業務）を新ひだ

か町役場静内庁舎１階へ移転することになりました。

　４月１日からも電話番号は変わりませんが、住所

が変わりますので、ご注意してください。

〇日高中部広域連合の移転先住所

　日高郡新ひだか町静内御幸町３丁目２番 50 号

　新ひだか町役場内

北洋銀行での納付方法が変わります

　４月１日から『北洋銀行』の窓口で、介護保険

料を支払う場合、１件につき８８０円の『取次手

数料』が必要となります。

　なお、口座振替は手数料がかかりませんので、

納付には口座振替をお勧めいたします。

　新たに口座振替をご希望の方は、お問い合わせ

ください。

日高中部広域連合からのお知らせ

●問い合わせ先　日高中部広域連合　☎ 0146・42・5103

★おしゃべりルーム★
・期　日　①３月 21 日（木）10 時～ 11 時 30 分

　　　　 ②４月 25 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内　容　①『モビール作り』

　　　　　②『子どもの日制作』

・申し込み期間

　　　　　①３月 19 日（火）まで

　　　　　②４月 23 日（火）まで

・定　員　①５組（０歳～就学前）

　　　　　②５組～６組（０歳～就学前）

★チャイルドランド★
・期　日　４月 18 日（木）10時～11時 30分

・内　容　『ふれあいあそび＆手作りおもちゃ』

・申し込み期間

　　　　 ４月 16 日（火）まで

・定　員　５組～６組（０歳～就学前）

●問い合わせ先：子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

子育て支援センターからのお知らせ

　汲み取りの申し込みは、㈲門別清掃社へ

　12 月をもって新冠出張所での汲み取りの受け付

けは終了しております。申し込み先は日高中部衛生

施設組合において、し尿汲取業務を委託した㈲門別

清掃社へ一本化されておりますので直接お申し込み

ください。ご協力よろしくお願いいたします。

〇汲み取り申し込み先

　有限会社門別清掃社　　☎ 01456・2・0382

犬の登録と狂犬病予防注射について

　犬を飼った時は、登録が義務付けられています。

登録料は１頭３千円です。また、その他狂犬病予

防接種を毎年接種する必要があります。これを怠る

と、20万円以下の罰金に処せられることもあるほか、

飼い犬が人や馬などを噛んだ場合、多額の賠償金を

請求されることもありますので必ず登録や予防接種

を受けるようにしましょう。

ペットの飼育管理について

　毎年、雪解け時期に町内の特定の場所で犬や猫の

糞が放置されているとの苦情が寄せられます。糞の

後始末は飼主の責任で行わなければなりませんの

で、迷惑を掛けることがないようにしましょう。

　また、飼主はペットの飼育について一生涯面倒を

見る義務があります。入院、引越しなどの事情があ

る場合でも、知り合いに譲渡するなどして、適正に

責任を持って対処しましょう。場合によっては、動

物虐待などで罰金刑となる場合がありますので、飼

主の責任を果たしましょう。

特定家電の処理方法について

　テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機、

エアコンは、家電リサイクル法に基づき、処分する

必要があります。不法投棄すると５年以下の懲役若

しくは１千万円以下の罰金が課せられますので適正

に処理しましょう。

家庭ごみの排出は、
　必ず午前８時までに排出してください

　家庭ごみの収集時刻は天候などにより大きく左右

されます。収集車が通過後に出されたごみは収集し

ませんので、午前８時までに必ず排出してください。

　また、カラスなどのごみ飛散被害がある場合は、ネッ

トや毛布を掛けて排出するなどの対策をしてください。

町民生活課からのお知らせ

●問い合わせ先　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112
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新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
は
、
次

の
期
間
を
職
員
研
修
の
た
め
、
臨
時

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
休
館
日

４
月
８
日
（
月
）
～
４
月
10
日
（
水
）

※
８
日
の
朝
湯
は
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
０
０

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
受
験
資
格

・
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
４
月
２

日
～
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

学

校

を

卒

業

し

た

者

お

よ

び

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
ま

で
に
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

〇
受
付
期
間

　

３
月
25
日
（
月
）
受
信
有
効
ま
で

〇
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
次
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.

go.jp/juken.html

〇
第
１
次
試
験
日　

５
月
26
日
（
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

○
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
次
の
区
分
に
該
当
す
る
方

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど
を
卒

業
し
た
方
（
令
和
７
年
３
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

・
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方

○
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　

１
４
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　

50
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

40
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　

20
名
程
度

○
受
付
期
間

　

３
月
29
日
（
金
）
17
時
00
分
ま
で

○
第
１
次
試
験
日　

４
月
28
日
（
日
）

〇
試
験
会
場

　

新
ひ
だ
か
町
、
苫
小
牧
市
、
札

幌
市
な
ど
、
道
内
15
会
場
、
道
外

２
会
場

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の
岩

清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す
る
場

合
、
川
の
中
や
近
く
に
い
る
人
に
対

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上
流
ダ
ム

か
ら
の
放
流
開
始
と
安
全
な
場
所
へ

の
移
動
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ダ
ム
放
流
の
お
知
ら
せ
を
聞
い

た
と
き
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所
に

お
移
り
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
で
は
、

出
力
の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使

う
河
川
水
の
量
を
増
減
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川

の
水
位
も
増
減
し
ま
す
の
で
、
川

の
中
や
川
の
近
く
に
行
か
れ
る
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
と
思

わ
れ
て
い
る
方
に
向
け
た
就
労
自

立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
職

相
談
も
歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
26
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
先
着
順
・
予
約
可
）

○
対
象　

15
歳
か
ら
49
歳
の
方
、
ご

家
族

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

○
内
容　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

　

防
災
に
ま
つ
わ
る
記
念
日
と

し
て
、
9
月
1
日
の
「
防
災
の

日
」
や
11
月
5
日
の
「
津
波
防
災

の
日
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
か

ら
8
月
26
日
が
「
火
山
防
災
の
日
」

に
な
り
ま
し
た
。「
火
山
防
災
の

日
」
は
、
国
民
の
間
に
広
く
火
山

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

１
９
１
１
年
（
明
治
44
年
）
に
浅

間
山
（
長
野
県
と
群
馬
県
の
県
境
）

に
日
本
で
最
初
の
火
山
観
測
所
が

設
置
さ
れ
、
観
測
が
始
ま
っ
た
日

に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、「
火
山
防
災
の
日
」
に

は
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
講
演
会
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
防
災
訓
練
な

ど
の
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

火
山
を
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

火
山
防
災
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
最
新
の
火
山
情

報
を
登
山
者
な
ど
に
も
迅
速
か
つ

的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
火
山
登
山
者

向
け
の
情
報
提
供
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
山
や
観

光
な
ど
で
火
山
周
辺
に
出
向
く
際

に
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

３
月-

11
日
（
月
）・
13
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
月
）・
25
日
（
月
）

　
　
　

27
日
（
水
）

４
月-

１
日
（
月
）・
３
日
（
水
）

　
　
　

８
日
（
月
）・
10
日
（
水
）

　
　
　

15
日
（
月
）・
17
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
平
日
の
み

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

O A・文具
リバティーはしもと

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 ６年 ２月２２日 

 
発 信 枚 数 

 
本票を含め １ 枚 

 
 
 

宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課まちづくりグループ広報統計係 

副主幹兼係長 上村 晃司 様 
 

 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
〒０５９－２４１２ 

北海道新冠郡新冠町字節婦町１０４番地 

社会福祉法人 新冠ほくと園 
ＴＥＬ４７－２００９  
ＦＡＸ４５－７０００  
 

 
［担当者］ 宗元 悠真 

件 名 
 

３月号広報原稿について 
 

 
［通信覧］ 上記書類を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

いつもお世話になっております。 
下記の原稿でお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 

新冠町相談支援事業所 相談室かける

新冠町にお住いの障がいのある方の様々な相談に

対応します

〇相談は年齢や障がい種別を問いません

〇福祉サービスの利用、日常生活、仕事等どのよう

な内容にも応じます

〇相談にかかる費用は無料です

新冠町本町 えましあ１階 ℡

 

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

ご
存
知
で
す
か
？

 

８
月
26
日
は

「
火
山
防
災
の
日
」

財
務
専
門
官
採
用
試
験

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

気象庁 火山登山者向け

の情報提供ページ
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新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 ぼくの夢は、プロ野

球選手になることで

す。活躍している選

手を見てたら、すご

くかっこよかったか

らなりたいです。

山本　一颯

私の将来の夢は馬

の牧場で働くこと

です。理由は、乗

馬をやっていて父

も牧場の仕事をし

ているからです。

山岸　舞彩

わたしの夢は、ゲー

ム実況者になって

いろんなゲーム実

況者とコラボする

ことです。

藁谷　尊

ぼくの将来の夢は

ディズニーランド

で働くことです。

観客をどうやって

楽しませるのか知

りたいからです。

若林 　樹

　

こ
の
石
碑
は
「
社
日
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

五
穀
豊
穣
や
収
穫
へ
の
感
謝
、
地
域
の
鎮
守
神
と

し
て
ま
つ
ら
れ
ま
す
。
碑
の
形
は
町
内
に
お
い
て

は
大
き
く
分
け
る
と
二
種
類
あ
り
、「
五
角
柱
」
と

「
板
状
」
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
、
馬
頭
観
音
碑

と
並
ん
で
数
が
多
い
種
類
の
石
碑
と
な
り
ま
す
。

　

戦
前
ま
で
、
大
狩
部
は
御
料
牧
場
の
範
囲
で
し

た
が
、
戦
後
に
日
本
各
地
か
ら
開
拓
者
の
方
々
が

入
植
し
た
地
域
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
牧
畜
業

な
ど
農
業
に
携
わ
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
農
業

繁
栄
と
地
域
発
展
を
願
い
、
こ
の
石
碑
が
建
立
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
狩
部
の
場
合
、
板
状
の

石
に
「
天
照
大
神
」
と
大
き
く
刻
ん
で
い
る
タ
イ

プ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
数
あ
る
町
内
の
社
日
さ

ん
の
中
で
も
新
し
い
方
の
石
碑
と
な
り
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
最
終
回

　
　
『
社　

日
（
大
狩
部
）
』

○
社
日
（
し
ゃ
に
ち
）

　
建
立
年

　
　
昭
和
59
年

　
所
在
地

　
　
大
狩
部
（
旧
大
狩
部
婦
人
ホ
ー
ム
）

　
高
さ

　
　
　
約
１
・
６
ｍ

今月の一冊

さっぽろ歴史＆地理さんぽ
山内 正明著／亜璃西社

　地名に秘められたエピソード

で知る１５０年の歴史！札幌中

心部をメインに市内 10 区の変換

を、約１００点の図版を使って

紹介。地名の由来と地理の視点

から、埋もれた歴史を掘り起こ

す。本を片手に出掛けたくなる

一冊。

新着ガイド
知られざるマヤ文明ライフ	 譽田　亜紀子

ちょうどいいわがまま			 鎌田　實

ロバのスーコと旅をする	 高田　晃太郎

１９７３年に生まれて	 速水　健朗

働く×介護両立の教科書	 木場　猛

いのちを守る水分補給	 谷口　英喜

超回復めし	 加藤　超也

保育園一年生	 てぃ先生　他

ボス猫メトとメイショウドトウ	 佐々木　祥恵

栗山ノート　２	 栗山　英樹

人間標本	 湊　かなえ

変な家　２	 雨穴

縁切り上等！		 新川　帆立

梅雨物語	 貴志　祐介

チンギス紀　17	 北方　謙三

陰流苗木	 佐伯　泰英

自閉症が３０歳の僕に教えてくれたこと	 東田　直樹

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

11：00～ 11：15 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

３月 14 日

15 日

28 日

　４月以降のアニマル号の運行日程につい

ては、３月 22 日発行予定の生涯学習だより

「まなボード」、レ・コード館フェイスブッ

クにてご確認ください。

※今後の状況により運行が変更・中止となる場合が

あります

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会

３月23日（土）13：30～定例読み聞かせ

３月 27日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況によ

り予告なく中止となる場合があり

ます。中止となった場合は、図書

プラザＨＰなどでお知らせします。

☆利用登録・登録情報の変更はお済ですか？

　図書プラザで資料を借りる場合には、利用登録が

必要です。町内在住の方は申込用紙に必要事項を記

載いただくだけで、利用者カードを即時発行いたし

ます。（日高管内在住の方は利用登録が可能ですが、

町外の方は利用カード発行時に身分証のご提示が必

要です）

　また、既に利用登録されている方で、住所や電話

番号が変更になった方は、登録情報を変更いたしま

す。図書プラザカウンターでお手続きください。
図書プラザＨＰ

　「新冠の碑」は、今号をもって終了とさせていただきます。令和２年（2020 年）６月号から掲載が始まり

ましたので、全 38 回・３年以上の長きに及ぶ連載となりました。

　普段、石碑をじっくりと見ることはないと思いますが、よく観察してみると、地域の歴史や先人の思いが

碑（いしぶみ）にあらわれていることがわかります。皆さんのお近くで石碑を見かけたら、足を止めて眺め

てみてください。きっと、地域の息吹を感じることができるでしょう。

　長い間のご愛読、どうもありがとうございました。　　　　　　　　【執筆担当：新冠町郷土資料館】
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春の全国交通安全運動が実施されます！！（４月上旬）

　　　〇子供と高齢者をはじめとする歩行者の安全確保

　　　〇自転車の安全利用の推進

　　　〇歩行者等の保護をはじめとする安全運転意識の向上

　　　〇スピードダウンと全席シートベルト着用　　 静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
６
年
３
月
８
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
６
年
３
月
号
（
通
巻
686
号
）

人の

うごき

人　口 5,135人 （前月比 ＋	 １人）

　男 2,565人 （前月比	 ＋	 ７人）

　女 2,570人 （前月比	 －	 ６人）

世 帯 2,812世帯 （前月比 ＋	 ７世帯）
（令和６年２月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 22件 （ 18件）

 52件 （ 46件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

０人（０人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（０件）

発生件数

０件（０件）

０件（０件）

区　分

２月

６年１～２月

区　分

２月

６年１～２月

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
六
十
五
話

　

　
「
昔
の
子
ど
も
（
語
り
）」
（
要
約
文
）

　

昔
、
新
冠
は
町
で
は
な
く
村
で
し
た
。
こ
の
頃
、
今

の
新
冠
小
学
校
は
日
新
小
学
校
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
村
で
一
番
大
き
な
学
校
で
す
。
私
が
通
っ
た
大

正
時
代
は
本
町
に
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
習
っ

た
の
は
、
今
の
算
数
で
あ
る
「
算
術
」、
国
語
に
あ
た

る
「
読
み
方
」、「
地
理
や
歴
史
」
も
あ
り
ま
し
た
。
道

徳
は
「
修
身
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
紙
や
木
で
作
る

工
作
は
「
嗜
好
」
と
い
う
科
目
で
す
。「
唱
歌
」
と
い

う
歌
の
勉
強
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
昔
の
人
は
、
あ
ま
り

勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
家
で
親
の
仕
事
を
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に

学
校
に
行
け
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
の
遊
び
と
い
え
ば
「
パ
ッ
チ
」
と
い
う
も

の
が
あ
っ
て
、
侍
の
絵
が
つ
い
た
厚
紙
の
パ
ッ
チ
を

た
た
い
て
遊
ん
で
い
た
。
学
校
帰
り
に
雨
が
降
れ
ば
、

フ
キ
の
葉
で
蓑
（
み
の
）
の
よ
う
な
雨
具
を
つ
く
り

ま
し
た
。
フ
キ
の
葉
っ
ぱ
二
枚
で
頭
巾
の
よ
う
に
作

り
、
肩
や
腰
も
フ
キ
で
覆
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
作

る
雨
ガ
ッ
パ
で
す
。
当
時
は
も
ち
ろ
ん
電
気
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
今
の
よ
う
に
夜
を
歩
い

た
ら
本
当
に
真
っ
暗
だ
っ
た
。
電
気
が
な
い
の
で
ラ

ン
プ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

食
べ
物
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
大
根
を
か
じ
り
な

が
ら
学
校
へ
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
米
は
、
お

盆
と
正
月
し
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
日

の
内
に
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
は
「
ヒ
エ
」

と
い
う
穀
物
を
食
べ
る
の
で
す
。
そ
し
て
お
や
つ
と

い
っ
た
ら
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ト
ウ
キ
ビ
を
食
べ
る
。
カ

ボ
チ
ャ
は
何
ぼ
で
も
あ
っ
た
。
カ
ボ
チ
ャ
ば
か
り
食

べ
て
い
る
と
、
顔
も
手
も
み
ん
な
黄
色
く
な
り
ま
す
。

学
校
で
は
だ
れ
が
一
番
黄
色
い
か
と
言
っ
て
、
手
を

握
っ
て
パ
ッ
と
開
く
と
真
っ
黄
色
く
な
る
か
ら
そ
の

黄
色
さ
を
競
い
合
っ
た
も
の
で
す
。
鼻
筋
か
ら
目
の

ふ
ち
ま
で
黄
色
く
な
り
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
の
家
は
、
程
度
が
良
い
方
で
板

張
り
で
す
。
壁
も
板
張
り
で
、
外
壁
と
内
壁
の
間
は
空

洞
で
何
も
入
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
隙
間
風
が
入
っ

て
、
冬
は
と
て
も
寒
い
で
す
。
天
井
も
板
だ
け
ど
新
聞

を
貼
っ
て
風
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
れ
で

も
風
が
入
る
も
の
だ
か
ら
、
寝
て
い
る
と
布
団
の
え
り

が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ば
れ
て
く
る
の
で
す
。
カ
チ
カ

チ
で
す
。
息
も
凍
り
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
隙
間
風
が
入
る

か
ら
、
吹
雪
に
な
る
と
雪
が
家
の
中
に
入
っ
て
頭
に
か

か
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
寒
い
冬
は
、
頭
か
ら
す
っ
ぽ

り
布
団
を
か
ぶ
っ
て
寝
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

昔の遊び～フキで作る雨ガッパ
（以前行った資料館探検クラブの活動から）

１月 21 日～２月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

宮本　勇太 ♡ 佐藤　明 節婦町

●お誕生おめでとうございます

白 戸 　 初
う め

芽 （雄太郎 早苗) 太　陽

●おくやみ申し上げます

半田　加代 　９６歳 共　栄

長谷川とも子 　８９歳 節婦町

八木　和子 　９８歳 中央町

加賀　マツ 　９９歳 中央町

森　　智子 　９５歳 北星町

八木　洋子 　７８歳 高　江

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課町民生活グループ

住民係へお申し出ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　		☎ 0146・47・2112


